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ニヨーヨークのある秋の日の午後。マ

ンハッタンのとあるアノマートのエレベー

ターで、血まみれになったブロンドの女

性の死体が発見された。殺されたのはミ

セス・ミラー。実は彼女は行きずりの情

事のあと、相手のアパートを去るところ

だったのである。ミラー夫人にとってそ

れは初めての浮気だった一一一。

きて犯人は、その動機は?

80年の7 月に封切られると、たちまち

スマッシュヒットを記録し、官能と戦傑

と目くるめく殺人のシーンが圧倒的にニ

ューヨーカーの関心を独占してしまった。

それがこの「殺しのドレスDressedtokillJ

である。あるものはヒッチコックの再来

といい、彼へのオマージュといった。し

かし、ある人々は、それが、いかにもヒ

ッチコックふうでありながら、実は監督

のブライアン・ディ・パーマその人のオ

リジナルなセンスにあふれた新しいミス

テリーであることに驚傍したのである。

80 年代アメリカは映画のニュー・エン

タテインメントの幕開けである。

↑生的にストレスあるミセスカヘズタズ

タにカミソリで切り刻まれる一一一それだ

けで充分すぎるほどにエロティックなイ

ントロから、その犯人の正体を追いつめ、

暴いていくプロセスは実際、息もっけな

いほどスリリングて\エキサイティング

である。それはミステリーという狭いワ

クをはるかに超えて、圧倒的に映画だけ

がもっ楽しきなのである。

内容が内容だけに、あまり説明するこ

とは許きれないが、犯人の意外な正体、

その、あっといっ動機、ディ・パーマ得

意のラスト・ショック等々、どんな観客

にも十分楽しんでもらえる一級の娯楽作

品といえるだろう。

監督のブライアン・ディ・パーマは 19

40 年、ニュージャージー州ニューアーク

の生まれ。製作は「愛のメモリー」で組

んだジョージ・リット一、撮影は「ロッ

キー J Iサタディナイト・フィーパー」

のラルフ・ボード、音楽は「キャリー」

のピノ・ドナジオ。

注目の出演はアンジー・デイッキンソン、

マイケル・ケイン、パーマ夫人でもある

ナンシー・アレン キース・ゴードンな

ど。誰がどういう役を演じるのか、これ

もまた謎ということにしておこう。なお、

シナリオはディ・パーマの書き下ろしで

ある。

くブライアン・ディ・ハーマ〉フィルモ

グラフィー⑫悪魔のシスター ⑬ファン

卜ム・オブ・パラダイス ⑫愛のメモリ

ー ⑮キャリー ⑬フューリー
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